
 勤務を続けることができるか相談に応じます。 

 病状、治療状況に応じた就業の配慮を促すため、医師と連携して対応していきます。 

 医師に勤務状況を伝え、意見書に配慮内容を記載してもらうようアドバイスします。 

 治療と仕事が両立できる休暇制度などを会社側に提案します。 

 その他、治療中における健康不安について相談に応じます。 

 

  

   

  

 大阪産業保健総合支援センターは、がん患者さんが治療を受けながら離職することなく働き続け

るための「仕事と治療の両立支援のためのガイドライン」に基づいた「両立支援」事業を、厚生労

働省から委託を受けて開始することになりました。 

 そこで成人病センターでは、平成 28年 10月より、大阪産業保健総合支援センターから「両立支

援促進員」の派遣を受け、がん患者さんの働き続けるための支援や相談に応じる「両立支援」シス

テムを立ち上げました。がんと診断されても会社を直ぐに辞めることなく、先ずはこの新しい支援

システムをご利用下さい。 

 

   例えば、 

 

 

 

 

独立行政法人労働者健康安全機構 大阪産業保健総合支援センター 

大阪産業保健総合支援センター「両立支援促進員」の相談日： 

   毎月第１・第３木曜日：１３時～１６時 

場所：がん相談支援センター（成人病センター内） 

皆様の相談に応じます。ぜひ、ご利用ください。 

お問合せ：Tel ０６－６９７２－１１２３(直通) 

 

がん治療しながら“働き続けたい”方へ 

「仕事と治療の両立」、「休職から復職」への支援が始まります！ 

・治療内容を聞いて、働き続けられるかわからない。 

・治療を受けながら働き続けることが不安だ。 

・医師に、就業上の留意点を意見書に書いてほしい。 

・復職する際、同じように働けるか不安だ。 

・上司、同僚の理解が得られるか不安だ。 

こんな悩み・不安について、「両立支援促進員」が支援

します。支援内容の例を上げると、 

「両立支援」は予約制・無料です 

支援を希望される方は、先ず主治医にお申し出下さい 

がん相談支援センター 

地方独立行政法人大阪府立病院機構 大阪府立成人病センター 


